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夏の省エネのポイント（エアコン編）▷冷房時の室温設定は２８℃を目安にしよう。フィルターをこま
めに掃除しよう（月２回程度）。エアコンの頻繁なオンオフはなるべく避けよう。使用時間を１日１時
間減らそう。
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平
成　

年
５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
、

２８

児
童
育
成
手
当
（
育
成
手
当
、
障
害
手
当
）

を
受
給
し
て
い
る
方
に
、
６
月　

日
付
で

１０

指
定
の
口
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま
し

た
。

　

児
童
手
当
、
児
童
育
成
手
当
は
、
次
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

児
童
手
当
…
中
学
校
修
了
前
の
児
童
（　
１５

歳
到
達
後
最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
児

３１

童
）

育
成
手
当
…　

歳
到
達
後
最
初
の
３
月　

１８

３１

日
ま
で
の
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童

▽
父
母
が
離
婚
し
た

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

▽
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
、
父
ま
た

は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
な
い

▽
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令
を
受
け
て
い

る▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度
）

障
害
手
当
…　

歳
未
満
で
心
身
に
障
が
い

２０

が
あ
り
、
そ
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

▽
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程
度

▽
脳
性
ま
ひ
、
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。

※
児
童
手
当
は
、
所
得
制
限
を
超
え
た
場

合
、
特
例
給
付
と
し
て
減
額
さ
れ
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
、
変
更
ま
た

は
新
た
に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。状
況
に

よ
っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
４

 　

月　

㍑
を
限
度
と
し
て
１
㍑
に
つ
き
ガ

５０

ソ
リ
ン
税
額
相
当
分　

円
を
補
助
し
ま

５４

す
。

請
求
方
法　

７
月
１
日
（
金
）
か
ら　

日
１１

（
月
）
ま
で
に
、
４
月
〜
６
月
分
の
領
収

書
と
印
鑑
、
決
定
通
知
書
兼
受
給
者
カ
ー

ド
を
持
参
の
う
え
、
障
が
い
者
支
援
課

（
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
へ

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
１

 　

現
在
、
小
平
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

を
受
け
て
い
る
方
に
、
６
月　

日
付
で
心

１０

身
障
害
者
福
祉
手
当
現
況
届
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
７
月　

日
（
月
）
ま
で
に
提

１１

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て

自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
費
の

補

助

請

求

を

心
身
障
が
い
者

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

現
況
届
の
提
出
を

い
る
方
が
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で

す
。

　

提
出
の
な
い
場
合
、
手
当
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
健
康
福
祉

事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
４
１

０４２

 
怯
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
申
請
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
猶
予
制
度
は　

歳
未
満
の

３０

方
が
対
象
で
す
が
、
平
成　

年
７
月
か
ら

２８

平
成　

年
６
月
ま
で
の　

年
間
に
限
り
、

３７

１０

対
象
年
齢
が　

歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま

５０

す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
７
月
分
か
ら

２８

２８

平
成　

年
６
月
分
ま
で
）
の
申
請
は
、
７

２９

月
１
日
（
金
）
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

在
学
中
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
申
請
時
点
の
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
免
除
な
ど
の
決
定
は
、
所
得
の
審
査
な

ど
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
１
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４

２
２
（　

）
１
４
１
１

５６ 国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

　

市
で
は
、
地
震
・
台
風
・
火
災
な
ど
の

災
害
時
や
救
急
時
に
支
援
が
必
要
な
方
の

情
報
を
、
市
民
の
防
災
・
安
全
を
担
う
関

係
機
関
な
ど
で
共
有
し
、
防
災
活
動
に
活

用
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録

名
簿
を
作
成
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方

に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
付
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
ま
で
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

２６

た
方
に
、
更
新
の
た
め
、
避
難
行
動
要
支

援
者
情
報
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の

情
報
カ
ー
ド
は
、
市
で
も
保
管
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
名
簿
の
対
象
者
・
提
供
先
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
新
た
に
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
支
援
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
７

か
月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
（
左
表
参

照
）。

※
税
制
改
正
に
よ
り
、
要
件
や
提
出
書
類

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
５

　

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
に

は
、
原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後
、
３

　

都
立
霊
園
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
書
（
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
配
布

　

６
月　

日
（
金
）
〜
７
月　

日
（
金
）

２４

１５

▽
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部

出
張
所
、
動
く
市
役
所

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
６

月　

日
、
７
月
２
日
・
９
日
の
土
曜
日
の

２５
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
０
時　

分
ま
で

３０

１５

市
民
課
で
配
布
し
ま
す
。

▽
都
庁
案
内
コ
ー
ナ
ー
、
東
京
都
公
園
協

会
、
各
都
立
霊
園
・
葬
儀
所

申
込
資
格　

施
設
ご
と
に
資
格
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
込
書
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

検
索　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
霊
園
さ
ん
ぽ

申
込
み　

７
月
１
日（
金
）か
ら　

日（
金
）

１５

ま
で（
消
印
有
効
）に
、
所
定
の
申
込
書
を

送
付
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

問
合
せ　

東
京
都
公
園
協
会
霊
園
課
緯　
０３

（
３
２
３
２
）
３
１
５
１
（
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）、
募
集
専
用
電
話
緯
０

５
７
０
（
７
８
３
）
８
０
２

HP

　

小
平
は
全
国
で
初
め
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

が
栽
培
さ
れ
た
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
発

祥
の
地
」
で
す
。

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
収
穫
の
最
盛

期
を
迎
え
る
加
工
用
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘

み
取
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
下
旬
〜
８
月　

日
の
週

３１

２
・
３
日
程
度
（
予
定
）　

午
前
７
時
〜

９
時
（
途
中
休
憩
あ
り
）

と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

対　

象　

小
学
生
以
上
で
、
期
間
中
５
回

以
上
参
加
で
き
る
健
康
な
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

募
集
人
数　

１
農
園　

〜　

人
程
度

１０

２０

特　

典　

▽
１
回
参
加
す
る
ご
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
付
与（
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
、

1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
も
ら
え
ま
す
）

▽
Ｆ
Ｃ
東
京
観
戦
チ
ケ
ッ
ト（
枚
数
限
定
）

申
込
み　

６
月　

日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

３０

に
、
は
が
き
に
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望
」
と
明
記
し
、
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
・
年
齢
、
参
加
で
き
る
回
数
、
参
加

希
望
農
園
を
記
入
の
う
え
、　

東
京
む
さ

JA

し
小
平
支
店
指
導
経
済
課
（
〒　

們
０
０

１８７

３
２
小
川
町
２
們
１
８
２
７
）
へ
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
観
光
農
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
１

回
限
り
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
参
加
者
に
は
、
７
月
中
旬
に
説
明
会
を

開
催
し
、
日
程
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
３

 　

農
業
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
農
業
後
継
者
の
畑
の
見
学
や
収
穫
な

ど
の
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
前
８
時

１６

　

分
〜
午
後
２
時

１５集　

合　

午
前
８
時　

分
、　

東
京
む
さ

１５

JA

し
小
平
支
店

※
バ
ス
で
市
内
の
農
家
を
回
り
ま
す
。

費　

用　

大
人
１
千
円
、
こ
ど
も
５
百
円

こ
だ
い
ら
農
業

ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

（
地
場
野
菜
の
昼
食
と
お
土
産
付
き
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　
　

人
（
一
組
５
人
以
内
）

６０

主　

催　
　

東
京
む
さ
し
、
小
平
市
都
市

JA

農
政
推
進
協
議
会

協　

賛　

小
平
市
観
光
農
業
協
会
、
小
平

市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
、
Ｆ
Ｃ
東
京

後　

援　

小
平
市

申
込
み　

７
月
４
日
（
月
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
「
農
業
ふ
れ

あ
い
ツ
ア
ー
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
参

加
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
（
〒　

們
０
０
３
２　

小
川
町
２

１８７

們
１
８
２
８
）
緯　
（
３
４
８
）７
２
４
４

０４２

 　

小
平
市
愛
菊
会
で
秋
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
菊
（
福
助
）
の
育
て
方
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
木
）　

午
前　

時

２１

１０

か
ら

※　

月
ま
で
月
１
回
の
講
習
を
予
定
（
全

１０
４
回
）。

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店

JA

費　

用　

１
千
５
百
円
（
当
日
、
集
金
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　

員　
　

人
程
度

１２

申
込
み　

６
月　

日
（
月
）
ま
で
（
消
印

２７

有
効
）
に
、
は
が
き
に
「
福
助
講
習
会
参

大
菊
（
福
助
）
の

育
て
方
講
習
会

加
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
（
〒　

們
０
０
３
２　

小
川
町
２

１８７

們
１
８
２
８
）
緯　
（
３
４
８
）７
２
４
４

０４２

 　
　

東
京
む
さ
し
小
平
地
区
青
壮
年
部
で

JA
は
、
夏
野
菜
を
中
心
と
し
た
市
内
産
農
産

物
を
多
数
販
売
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
２
日
（
土
）　

午
前
９
時

か
ら
（
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
）

と
こ
ろ　

花
小
金
井
駅
北
口
広
場

※
先
着
３
百
人
に
花
の
苗
を
差
し
上
げ
ま

す
。

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
緯　

（
３
４
８
）
７
２
４
４

０４２

 　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
と
の
連
携
で

開
設
し
て
い
る
こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
簡
単
な
操
作
で
求

人
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門

の
相
談
員
に
よ
る
就
職
相
談
や
職
業
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。

と　

き　

月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
３
階

問
合
せ　

こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
緯　
０４２

畑
か
ら
ま
っ
し
ぐ
ら

フ

ェ

ス

タ

こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室

（
３
４
４
）
１
２
１
５

 　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中
退
共
）

は
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度

で
す
。

　

事
業
主
が
中
退
共
と
退
職
金
共
済
契
約

を
結
び
、
毎
月
の
掛
金
を
金
融
機
関
に
納

付
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
が
退
職
し
た
際

に
中
退
共
か
ら
退
職
金
が
直
接
支
払
わ
れ

ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
、
一
部
を

国
が
助
成
し
ま
す
。
社
外
積
立
な
の
で
事

業
主
に
管
理
や
運
用
の
手
間
も
か
か
り
ま

せ
ん
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
家
族
従
業
員

も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
緯　

（
６
９

０３

０
７
）
１
２
３
４

中
小
企
業
退
職
金

共

済

制

度

 　

開
業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体

系
的
に
習
得
で
き
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
・　

日
、
８
月　

２４

３１

２１

日
・　

日
の
日
曜
日　

午
前
９
時　

分
〜

２８

３０

午
後
５
時　

全
４
回

と
こ
ろ　

小
平
商
工
会
（
小
川
町
２
們
１

２
６
８
）

費　

用　

無
料

対　

象　

起
業
、
独
立
開
業
な
ど
を
考
え

て
い
る
、
ま
た
は
創
業
後
間
も
な
い
方

定　

員　
　

人
３０

申
込
み　

小
平
商
工
会
へ
（
先
着
順
）
緯

　

（
３
４
４
）
２
３
１
１

０４２
 　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
幅

広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

怯
教
養
学
部

▽
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

▽
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

創
業
セ
ミ
ナ
ー

起
業
・
独
立
・
開
業

　

月
入
学
生
募
集

１０ 放
送
大
学

す
る
科
目
を
履
修
）

▽
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

怯
大
学
院

▽
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

▽
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間　

第
１
回
は
８
月　

日
（
水
）

３１

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
１
日
（
木
）
か
ら

９
月　

日
（
火
）
ま
で
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

２０

ト
出
願
も
受
付
中
）

資
料
請
求　

問
合
せ
先
へ
（
無
料
）

 

検
索　

放
送
大
学

問
合
せ　

放
送
大
学
東
京
多
摩
学
習
セ
ン

タ
ー
（
〒　

們
０
０
４
５　

学
園
西
町
１

１８７

們　

們
１
）
緯　

（
３
４
９
）
３
４
６
７

２９

０４２

 　

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
向
上
の
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

７
月
６
日（
水
）〜　

日（
金
）

２９

発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

抽
せ
ん
日　

８
月
９
日
（
火
）

賞　

金　

１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億

円
ほ
か

〈
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
〉

HP

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

怯
た
ま
ろ
く
ト
レ
イ
ン
探
検
隊

　

身
近
な
鉄
道
「
西
武
線
」
に
乗
っ
て
、

北
多
摩
地
域
を
探
検
し
ま
す
。
西
武
鉄
道

の
車
両
を
一
編
成
貸
し
切
っ
て
の
特
別
ツ

ア
ー
を
実
施
後
、
５
市
の
各
駅
周
辺
を
散

策
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
月
）・　

日
（
金
）、

２５

２９

８
月
９
日
（
火
）・　

日
（
水
）

１０

と
こ
ろ　

小
手
指
車
両
基
地
、
多
摩
六
都

科
学
館
ほ
か

費　

用　

無
料

対　

象　

小
平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、

東
久
留
米
市
、
西
東
京
市
に
在
住
・
在
学

の
小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

定　

員　

各　

人
６０

申
込
み　

７
月
４
日
（
月
）
ま
で
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
政
策
課

（
市
役
所
３
階
）に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

検
索　

多
摩
六
都
科
学
館

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館
緯
０
４
２

（
４
６
９
）
６
１
０
０

 
怯
映
画
・
映
像
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

上
映
会

　

平
成　

年
度
の
「
映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ

２６

ョ
ッ
プ
」
で
制
作
し
た
映
画
作
品
と
、
平

成　

年
度
の
「
映
像
制
作
（
ド
キ
ュ
メ
ン

２７
タ
リ
ー
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
制
作
し

た
映
像
作
品
を
東
久
留
米
市
の
ま
ろ
に
え

祭
り
で
上
映
し
ま
す
。
多
摩
六
都
（
小
平

市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、

西
東
京
市
）
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
、
地
域
の
商
店
や
農
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

制
作
し
た
、
多
摩
六
都
の
魅
力
満
載
の
作

品
で
す
。

と　

き　

７
月
３
日
（
日
）　

午
前　

時
１１

　

分
か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

３０と
こ
ろ　

東
久
留
米
市
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
ま
ろ
に
え
）
学
習
室
５

費　

用　

無
料

内　

容　

映
画
作
品
「
あ
の
惑
星
（
ほ
し
）

の
名
は
」（
約　

分
）、
映
像
作
品
「
多
摩

２０

六
都
の
輝
き
」（
約
１
時
間
）

HP

多
摩
六
都

フ
ェ
ア

問
合
せ　

西
東
京
市
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
文
化
振
興
課
緯
０
４
２
（
４
３
８
）
４

０
４
０

 
怯
七
夕
飾
り

　

短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
大
き
な
竹

に
飾
り
ま
す
（
自
由
参
加
）。

と　

き　

７
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

１６

〜
３
時

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し

び
、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

怯
夏
休
み
子
ど
も
将
棋
教
室

と　

き　

７
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

２３

　

分
〜
４
時

３０と
こ
ろ　

旧
小
平
小
川
郵
便
局
舎

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生

定　

員　
　

人
３０

講　

師　

安
恵
照
剛
さ
ん
（
日
本
将
棋
連

盟
棋
士
八
段
）

主　

催　

日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部
、
小

平
市
文
化
振
興
財
団

申
込
み　

６
月　

日
（
水
）
の
午
前　

時

２２

１０

か
ら
、
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
、
電
話
可
）

怯
盆
棚
飾
り

　

木
の
枠
で
盆
棚
を
作
り
、
笹
と
ほ
お
ず

７月の
行事と催し

き
を
飾
り
、
作
物
を
供
え
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
（
土
）
〜
８
月
２
日

３０

（
火
）

問
合
せ　

小
平
ふ
る
さ
と
村
緯　

（
３
４

０４２

５
）
８
１
５
５

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

７
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）・

９
日
（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
土
）・

１０

１６

　

日
（
日
）、　

日
（
月
・
祝
）・　

日

１７

１８

２３

（
土
）・　

日
（
日
）・　

日
（
土
）・　

日

２４

３０

３１

（
日
）

※
団
体
予
約
（　

人
〜　

人
で
日
曜
日
の

１０

３０

み
）
の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な

３０

り
ま
す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
問
合

１０

せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

 
怯
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う　

セ
ブ
ン
愛
イ
レ
ブ

ン
（
七
小
・
十
一
小
地
区
青
少
対
）

と　

き　

７
月
２
日
（
土
）　

午
前
９
時

〜
午
後
０
時　

分　

雨
天
決
行

３０

と
こ
ろ　

小
平
第
六
中
学
校
体
育
館

※
小
平
第
七
小
学
校
の
児
童
は
七
小
集

合
、
小
平
第
十
一
小
学
校
の
児
童
は
十
一

小
集
合
後
、
小
平
第
六
中
学
校
へ
移
動
。

内　

容　

ゲ
ー
ム
、
綱
引
き
な
ど
の
ミ
ニ

運
動
会

問
合
せ　

内
堀
緯　
（
３
３
２
）２
１
０
１

０４２

ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

日　

程　

▽
６
月　

日（
木
）　

な
か
ま
ち

３０

テ
ラ
ス

▽
７
月
６
日
（
水
）　

中
央
公
民
館

▽
７
月　

日（
火
）　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

１９

▽
８
月
９
日
（
火
）　

小
川
西
町
公
民
館

※
い
ず
れ
も
午
後
３
時
か
ら
７
時
ま
で
。

午
後
６
時
か
ら
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
５
４

 　

防
水
性
、
速
乾
性
に
優
れ
た
傘
の
生
地

を
利
用
し
、
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
・　

日
の
火
曜
日　

１９

２６

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分　

全
２
回

３０

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
工
芸
室

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
１２

※
過
去
に
受
講
さ
れ
た
方
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
を
連
れ
た
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

講　

師　

小
平
市
ご
み
減
量
推
進
実
行
委

員
会
イ
ベ
ン
ト
部
会

持
ち
物　

不
要
な
傘
１
本
、
糸
切
り
ば
さ

み
、
定
規
（　

〜　

㌢
㍍
）、
待
ち
針
、
チ

３０

５０

ャ
コ
ペ
ン
シ
ル

主　

催　

小
平
市
ご
み
減
量
推
進
実
行
委

不
要
に
な
っ
た

傘
で
作
る

マ
イ
バ
ッ
グ
講
習
会

員
会
、
小
平
市

申
込
み　

資
源
循
環
課
へ
（
電
話
可
、
先

着
順
）
緯　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２

 　

市
で
は
、
公
園
や
道
路
な
ど
で
清
掃
活

動
や
緑
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
緑
や
花
に
囲

ま
れ
た
、
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
動
に
必
要
と
な
る
、
ほ
う
き
、
ち
り

と
り
、ご
み
袋
な
ど
は
市
が
提
供
し
ま
す
。

内　

容　

公
園
や
緑
地
、
緑
道
や
歩
道
で

の
清
掃
活
動
や
緑
化
活
動

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
５
６
、
道
路
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
４

 
怯
た
ま
り
水
か
ら
、
蚊
は
発
生
し
ま
す

　

中
南
米
で
の
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
や
、
一
昨
年
夏
の
約　

年
ぶ
り
の
デ

７０

ン
グ
熱
の
国
内
感
染
発
生
な
ど
、
蚊
が
媒

介
す
る
感
染
症
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
東
京
都
で
は
、
蚊
の
発

生
が
本
格
化
す
る
６
月
１
日
か
ら
６
月　
３０

日
を
、「
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し

て
集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
施
設
の
管
理
者
が
蚊
の
発
生
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
対
策
が
必
要
で
す
。

怯
蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

▽
幼
虫
対
策
…
植
木
鉢
の
受
皿
、
空
き

缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
の
不
要
な
た
ま
り
水

を
な
く
す

▽
成
虫
対
策
…
草
む
ら
や
や
ぶ
は
定
期
的

公
園
・
道
路
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

６
月
は
蚊
の
発
生

防
止
強
化
月
間

に
手
入
れ
を
す
る
。
そ
の
際
、
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
長
袖
を
着
用
し
、
必
要
に
応
じ

て
忌
避
剤
（
虫
避
け
剤
）
を
活
用
す
る

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

 　

空
き
地
に
生
え
る
雑
草
は
、
放
置
し
て

お
く
と
種
の
飛
散
や
害
虫
の
発
生
な
ど
、

近
隣
の
方
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
条
例
で
も
、
空
き
地
の
所
有
者

（
管
理
者
）
は
、
早
め
に
除
草
す
る
な
ど
、

適
切
な
管
理
を
行
う
よ
う
に
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。

怯
雑
草
の
除
去
方
法

　

空
き
地
な
ど
の
雑
草
を
除
去
す
る
際

は
、
除
草
剤
の
使
用
を
控
え
、
で
き
る
だ

け
草
を
刈
り
取
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

 
怯
日
差
し
が
強
く
な
る
時
期
に
発
生

　

収
れ
ん
と
は
、
太
陽
光
が
凹
面
鏡
や
ル

ー
ペ
な
ど
に
よ
り
反
射
ま
た
は
屈
折
し
て

１
点
に
集
ま
る
こ
と
を
い
い
、
光
が
集
中

し
た
場
所
に
可
燃
物
が
あ
る
と
火
災
に
至

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
差
し
が
強
く
な

る
こ
の
時
期
、
窓
際
に
は
凹
面
鏡
、
ガ
ラ

ス
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
テ
ン
で
の

遮
光
も
有
効
で
す
。
ま
た
、
屋
外
に
積
ん

だ
タ
イ
ヤ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
市
内

で
も
、
太
陽
光
が
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
に
反

射
し
て
出
火
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２ 空
き
地
の
雑
草
管
理
を

し

ま

し

ょ

う

収
れ
ん
火
災
に
ご
注
意
を

小
平
消
防
署

多
摩
北
部
広
域

子
ど
も
体
験
塾

今
月
は
児
童
手
当
、

児
童
育
成
手
当
の

支

給

月

で

す

ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン

（

地

域

別

）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定

日曜土曜平日所在地農園名

×●●
月のみ

小川町二丁目
１３４８番地付近

青木（清）
園

××●
火・木休

小川町二丁目
１３０８番地付近

青木（茂）
園

×●●大沼町二丁目
２番付近内堀園

●●●
火休

大沼町五丁目
８番付近當間園

※原則、駐車場はありません。　●…受け入れ日

・介護保険制度の要介護３〜５の認定を
受けている
・身体障害者手帳１級・２級の交付を受
けている
・愛の手帳１度・２度の交付を受けてい
る
・精神障害者保健福祉手帳１級の交付を
受けている

・７５歳以上の高齢者　（一人暮らし、世帯
員全員が７５歳以上、日中・夜間独居に
なる）
・支援が必要な、一人暮らし高齢者、高
齢者のみの世帯、軽度の障がい者

対　

象

※自宅で生活されている方。

・小平消防署、小平警察署、民生委員・
児童委員
・小平市社会福祉協議会、小平市地域包
括支援センター
・協定を締結した自治会、自主防災組織
・防災危機管理課、高齢者支援課、障が
い者支援課、生活支援課

提
供
先

　災害時や緊急時に活用するため、「か
かりつけ医」「持病」「服薬内容」「避難支
援者」「緊急連絡先」などを記入した用
紙（避難行動要支援者情報カード）を容
器に入れて冷蔵庫の中に保管しておくも
のです。

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト

耐震・バリアフリー・省エネ改修を行った場合の減額措置
耐震改修

・昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
・現行の耐震基準に適合させるよう一定の要件を満たし（耐震基準適合工事の証明が必要）、
改修工事に要した費用が５０万円を超える耐震改修を施工

対　象

改修工事が完了した年の翌年度分から一定期間（最長で２年間）期　間
１戸当たり１２０㎡の床面積相当分までの家屋にかかる固定資産税の２分の１を減額減税額

バリアフリー改修　※１
・新築された日から１０年以上を経過した住宅（平成２８年３月３１日までに改修された住宅につ
いては、平成１９年１月１日以前に建築された住宅）
・改修後の住宅の床面積が５０㎡以上であること　※２
・６５歳以上の方、要介護または要支援認定を受けている方、障がいのある方のいずれかが居
住している
・一定の要件を満たし、改修工事に要した費用（補助金などを除く）が５０万円を超えるバリ
アフリー改修を施工

対　象

改修工事が完了した年の翌年度分期　間
１戸当たり１００㎡の床面積相当分（賃貸部分を除く）までの家屋にかかる固定資産税の３分の
１を減額減税額

省エネ改修　※１
・平成２０年１月１日以前に建築された住宅
・改修後の住宅の床面積が５０㎡以上であること　※２
・一定の要件を満たし（省エネ基準適合工事の証明が必要）、改修工事に要した費用（補助金
などを除く　※２）が５０万円を超える省エネ改修を施工

対　象

改修工事が完了した年の翌年度分期　間
１戸当たり１２０㎡の床面積相当分（賃貸部分を除く）までの家屋にかかる固定資産税の３分の
１を減額減税額

※１　バリアフリー改修と省エネ改修を行った場合のみ、重複して減額の適用が受けられます。
※２　平成２８年４月１日以後に工事が完了した場合に必要な要件です。
　　　なお、平成２８年３月３１日以前に工事が完了した場合は、この要件を満たす必要はありません。

小
平
市
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
名
簿

避
難
行
動
要
支
援
者
情
報
カ
ー
ド
の
提
出
を
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
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集集
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耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・

省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額

都

立

霊

園

の

申
込
書
を
配
布


